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【平成 23年度】

第 59回：「東北音楽教育研究大会」
第 55 回：「秋田県音楽教育研究大会」

～秋田大会～ ＜第１次案内＞

師走の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
さて、平成２０年３月に告示されました小・中学校新学習指導要領を受けて、平成２３年度に

小学校から順次完全実施されます。その実施年に標記の大会が秋田市で開催されますことは、大
変意義深い機会と受け止めております。東北六県の皆様と今後の音楽教育について共に語り、意
見や情報を交換し合って、授業力向上につなげていく場を共有したいと存じます。
つきましては、下記の通りご案内申し上げます。

＜大会主題＞
あふれる想い

きらめく感動
たしかな喜び

☆感動する心は、音楽に対する 豊かな感性 を育てる
☆音楽する喜びは、一生涯 音楽を愛好する心情 につながる

☆たしかな【共通事項】の習得は、授業を支え、たしかな喜びをうみだす

≪音楽の授業を通して育てたい子供の姿≫

＜小学校部会テーマ＞ ＜中学校部会テーマ＞
感動をあじわい 感動をわかち合い、

音楽を 広げる子ども 音楽を 深める子ども

＜主催＞ 東北音楽教育研究会 秋田県音楽教育研究会
＜主管＞ 秋田市音楽教育研究会
＜後援＞ 全日本音楽教育研究会

東北各県教育委員会（青森・岩手・山形・宮城・福島）
秋田県教育委員会 秋田市教育委員会 秋田県教育研究会
秋田県小・中学校長会 秋田市小・中学校長会

（１） 大会期日 平成２３年１１月２日（水）

（２） 会 場 （秋田県秋田市保戸野原の町）

○ 小学校部会場・・・秋田大学教育文化学部附属小学校 （公開授業・分科会）
○ 中学校部会場・・・秋田大学教育文化学部附属中学校 （公開授業・分科会）
● 全 体 会 場 ・・・アトリオン音楽ホール

（開会行事・全体講評・記念講演・記念演奏・閉会行事）



（３） 日 程 （予定）
8:10 8:30 8:50 9:00 10:00 11:00 12:10

公開授業① 公開授業②
受 付 ♪ 歓迎のつどい 分 科 会 昼 食

（附属小にて） 小＝３授業 小＝３授業
保戸野小 中＝２授業 中＝２授業
：竿燈演技

※小学校＝ 45 分授業
※中学校＝ 50 分授業

13:10 13:35 14:00 14:10 15:10 15:25 16:30 16:45
25 分間 60 分間

全体 開会行事 休 ♪ 記念演奏 閉会行事
会場へ 全体講評 「記念講演」
移動 ↓ ﾃﾉｰﾙ：ｵﾍﾟﾗ歌手 憩

富澤 裕 氏 中鉢 聡 氏
（シャトルバス運行）

＜全体講評＞ ・・・富澤 裕 氏 （作曲家）

【プロフィール】東京声専音楽学校卒業。同校オペラ研究科修了。
作曲を西崎嘉太郎、青島広志の両氏に、指揮を野口政男、小林研一
郎の両氏に師事する。
1995 年、沖縄日伊オペラによるオペラ「阿麻和利」（新垣壬敏：作
曲）の初演を指揮した。
東京フロイデ（高齢協）合唱団常任指揮者、アンサンブル・ポエム
男声合唱団「ピエロ」、東京コンサート・シンガーズ、コールうるう
成城大学合唱団指揮者。多摩シティオペラ音楽監督。

・主な作品に、「生きる」「スタートライン」「あの宙（そら）より」
組曲「うち知ってんねん」他多数。

・主な著作に、「たのしいパートナー・ソング」「友を迎える日」
（教育芸術社）「冨澤裕ジュニア・コーラス・セレクション」
（音楽之友社）、他多数。

＜記念講演＞ ・・・中鉢 聡 氏 （オペラ歌手）

【プロフィール】1966 年、秋田県湯沢市生まれ。
東京藝術大学卒業。
日本オペラ振興会オペラ歌手育成部第 11 期修了。
1990 年、オペラ「ねぶり流し物語」でデビューし、1995 年「椿姫」
で藤原歌劇団デビュー。
1996 年、イタリア留学。帰国後は数々の舞台に出演し、「耳なし芳
一」「ロメオとジュリエット」などで主演をつとめる。
サッカー親善試合やオリンピック結団式で、国歌「君が代」を歌う
などして、注目を集めた。

【大会実行委員長】秋田県音楽教育研究会 会長 （秋田市音楽教育研究会 会長） 大島 博子
（秋田大学教育文化学部附属小学校：副校長）

【大会事務局長】 秋田県音楽教育研究会副会長（秋田市音楽教育研究会 副会長） 中村 滋
（秋田市立下浜小学校：校長）

【秋田県音楽教育研究会事務局】秋田市立将軍野中学校 教諭：古澤 清明 (℡ 018-845-1752)


